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透過光分光	

•  惑星がトランジット（主星
の前を横切る）際、観測
した主星の光の一部は
惑星大気をかすめて来
ている	  

•  惑星大気の吸収の波長
依存性により、影の大き
さが異なることから減光
率も変化	  

•  「透過光分光」は異なる
波長でトランジットを観
測することで惑星大気を
調べる方法	  



Broad	  bandでのトランジット観測	

•  1-‐2mクラスの小望
遠鏡でも、多色で観
測することで、惑星
大気の特徴を検出
することが可能(e.g.	  
Narita+13,	  Fukui
+14).	  

Fukui+2014	



WASP-‐12b	

•  質量=1.4	  MJup	  
半径=1.7	  RJup	  
周期=1.09	  day	  

•  平衡温度=2500K	  	  
(Hebb+09)	  
→Very	  hot	  Jupiter	  

Sing+13	



先行研究	

•  Hubble	  Space	  
Telescope/STIS	  &	  
WFC3	  ,Spitzer	  Space	  
Telescope/IRACによ
る観測から長波長に
なるほど半径が小さ
くなるトレンドを検出	  
(Sing+13).	  
→エアロゾルによる
Rayleigh散乱	   Sing+13	



先行研究	

•  Kreidberg+15ではHST/WFC3を使い、水の吸
収を検出	  

•  Stevenson+14cではSpitzerのデータに
systemaYcsがあることを指摘	

Kreidberg+15	



本研究のモチベーション	

•  2μm帯の観測はこれ
まで行われていなく、
Spitzerのデータが
systemaYcsだとする
とトレンドを検証する
ための重要な波長	  

•  HST&Spitzerでは2μm
帯を観測できない	  

?	



観測	

•  岡山天体物理観測
所188cm	  望遠鏡/
ISLE	  

•  Ks-‐band(~2.15μm)	  
•  2回のトランジット観
測に成功	  
– 2014/10/28	  
– 2014/11/20	  
–  (2014/12/02)	



データ処理	

•  Dark	  &	  flat補正	  
•  Aperture測光を	  
参照星とし、	  
相対fluxを測定	

WASP-‐12	

Comparison	  Stars	



データ処理	

•  トランジットライトカーブの解
析モデルを採用(Ohta+05)	  

•  ライトカーブ全体のトレンドを
取り除くため	  
	  
	  
ki={kt,kz,kx,ky,kt2}	  
としてフィット	  

•  最小のBayesian	  InformaYon	  
Criteria(BIC)だったベースラ
インモデルを採用	

WASP-‐12	

Comparison	  Stars	



DiluYon	  correcYon	

•  WASP-‐12	  は三重連
星系(Bergfors+13,	  
Bechter+14).	  

•  伴星は	  ~1”に位置し
ていて相対測光では
伴星の光が混入	  

•  これによりトランジッ
ト深さを薄める効果
があるためこれを補
正	  

Bechter+14	



観測結果	



議論	

•  全結果でSing+13での
Mie散乱のモデルとわ
ずかに不一致	  

→単純なMie散乱ではな
く、Spitzerの結果が
systemaYcsであることを
示唆	  
•  今回の結果から
WASP-‐12b大気は	  
晴れのモデルでも説
明できる	  



まとめ	

•  先行研究（Sing+13,	  Kreidberg+15)ではWASP-‐12b大気
にはエアロゾルが存在していることを示唆	  

•  2μmでのトランジット観測はこれまで行われていな
かった	  

•  今回Ks-‐bandで2回のトランジット観測に成功	  
•  今回の結果は先行研究のエアロゾルによるMie散乱
の結果とわずかに不一致	  

•  惑星大気に雲などがない晴れのモデルでも説明しうる	  
•  Spitzerの観測結果にsystemaYcsがあることを示唆	  


